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商工会議所青年部の英語名（Young Entrepreneurs Group）
の頭文字をとったものですが、同時に商工会議所青
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た経営者＝Youth,Energy,Genera-list）を表しています。
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にYEG
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～出会い・結束・行動 ～スロー

ガン

「未来にYEG」
　　　　～出会い・結束・行動～

　私はＹＥＧ活動を通じて、かけがえのない仲間と

共に様々な活動・経験をさせて頂き、その中で、自

社の事業・経営について勉強させて頂きました。

　ＹＥＧ活動をする上で目的は各々あると思います

が、ＹＥＧの綱領に「次代への先導者としての責任

を自覚し、地域の経済的発展の支えとなり、新しい

文化的創造をもって豊かで住みよい郷土づくりに貢

献する」とあるように学び成長することは、すべて

の会員にとって大切な事だと考えます。

　昨今、我々を取り巻く経済状況は先行きを予測で

きない不安定な状態であり、新見市におきましても、

少子高齢化・労働力不足など様々な問題点を抱え非

常に厳しい状況にあることは間違いありません。

　目まぐるしく変化する状況に、柔軟かつ迅速に対

応する判断力、決断力、行動力が我々経営者には求

められており、なおかつ地域のリーダーとして、「未

来」を構築し活気あふれる豊かな郷土を作り上げな

ければなりません。

　そのためには、より多くの人と出会い、経済人と

しての輪を広げ、情報を共有しながら、事業を企画・

運営し、その過程でできる強固で家族のような人間

関係、信頼、結束力を高めることが必要であると思

います。

　そして諸先輩方が培ってきた素晴らしい事業を守

り続け、より良くするために、「未来」を見据えた

行動を継続することが、企業発展・地域創生につな

がることと考えます。

　「行動こそ時代を先駆けるべき青年の責務」と信

じて、委員会や事業に積極的に参加していただき、

貴重な時間を使い素敵な仲間作りをしながら、個々

の成長・結束力・楽しさ、そしてビジネスで最も重

要な要素である「信頼」を築き上げ、家族や会社、

地域そして「未来」に応援してもらえるようなＹＥ

Ｇを目指し、成功への鍵を共に掴みましょう！

① 「未来会議」　～今後の新見YEGを考える～
②  会員相互の研鑽、親睦、交流
③　若手経済人としての意識改革と資質の向上

④  地域経済の飛躍と活性化
⑤  他団体・他地域との親睦、交流
⑥  会員拡大

活 動 方 針

基 本 方 針

会長　伊田 久志
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青年部活動の抱負
副会長　中川 大祐

　今年度は総務広報委員会の担当副会長を務めさせて
いただきます。総務広報委員会の林委員長のサポート
をしっかりできるよう頑張ります。本年度も皆様、ご
協力のほど、どうぞよろしくお願い致します。

副会長　宮本 拓磨
　今年度、伊田会長のもと副会長を務めさせて頂きま
す宮本です。担当委員会は、おもに研修をさせて頂く
未来の和　発展委員会です。上田委員長、大室・亀井・
宮崎副委員長をはじめ、青年部会員の皆さんと共に一
年間、活動させて頂きたいと思います。
　伊田会長の掲げるスローガン「未来にＹＥＧ」を胸
に、メンバー一丸となって青年部を盛り上げていきた
いと思っています。
　どうぞ宜しくお願い致します。

副会長　田原　 宰
　平成29年度、伊田会長のもと対外事業担当の委員会
と会員拡大を担当させて頂きます。初めての副会長で
すが、今まで諸先輩方や沢山の方にお世話になった経
験を活用させていただき、しっかりと伊田会長を支え
ていきたいと思っています。
　委員会では、谷森委員長の対外きずな委員会を担当
させていただきます。今までの青年部活動の中で得意
分野の事業が盛りだくさんなので、谷森委員長を中心
にしっかりとした委員会作りをしていきたいと思って
います。
　また、たくさんの人達と素晴らしい事業などを一緒
に考え行動に移すために、会員拡大活動にもしっかり
と取り組んでまいります。
　1年間宜しくお願い致します。

副会長　田原 秀郷
　本年度、地域想造委員会担当の副会長をさせて頂く
こととなりました。
　当委員会での活動は数年間務めさせて頂いておりま
すが、副会長という役職は初めてです。委員長も初め
ての委員長ということで、ともに勉強させていただく
1年間になると思います。
　伊田会長を中心に皆で協力し合い、新見YEGを「未
来」に向けて進めていきたいと思います。
　会長が明るい性格なので、メンバーのみなさんも多
く参加し、楽しく活動していきましょう！！

監　事　倉脇 敏弥
　本年度、監事を務めさせていただきます倉脇です。
　在籍期間も長くなってきていますので、その経験を
活かし皆さんのサポートをして行ければと思います。
　委員会等の縛りはありませんのでしっかり使ってく
れればと思います。
　一年間よろしくお願いいたします。

監　事　田原 隆盛
　本年度、監事を務めさせていただきます田原隆盛と
申します。これまで経験してきたこと、またお世話に
なったことをこの一年、恩返しのつもりで少しでもメ
ンバーにお返しできればと思っています。性格上、監
事という役職が一番苦手ではありますが、しっかりと
役を全うし、自分自身の成長にも繋げていければと思
います。倉脇監事と共に「飴と鞭」にお互いなりあい
ながら新見YEGの若いメンバーにも伊田会長の想いを
伝えていきます。一年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

総務広報委員会　委員長　林　 泰生
　本年度、伊田会長からご指名頂き、総務広報委員会の
委員長を務めさせていただきます、林泰生と申します。
　当委員会では、広報誌や会員手帳等の発行をはじめ、
SNSを活用した広報活動を積極的に行っていきたいと
思います。また、伊田会長が掲げられている『未来会議』
の開催も計画しております。
　自身初めての委員長ですので、少し不安もあります
が、敏腕の副委員長と頼りになる中川副会長と共に力
を合わせて、皆様の期待を裏切らないよう精一杯頑張
りたいと思います。
　どうぞ一年間、ご協力のほどよろしくお願いいたし
ます。

未来の和発展委員会　委員長　上田 浩一
　新見市の人口が減る中、これから自社の生き残りを
かけ、厳しい時代になるでしょう。
　今回の未来の和という『和』の部分は「憲法十七条」
の第１条の冒頭聖徳太子の言葉から取ったものです。
この言葉には、人はえてして派閥や党派などを作りや
すい。そうなると偏った、かたくなな見方にこだわっ
て、他と対立を深める結果になる。それを避けて、人々
が互いに和らぎ睦まじく話し合いができれば、そこで
得た合意は、おのずから道理にかない、何でも成しと
げられるのではないかというものだと信じています。
未来の新見市を担う方達が、公平無私で臨んでいくこ
とが出来れば、新見の未来は発展していくと信じてい
ます。
　今年度は自社だけではなく、沢山の企業が発展でき
る学びをすることを目的とし共に学び育ち、協力、協
業できる環境が出来ればと願っています。

地域想造委員会　委員長　中村 勝志
　今回、初めての委員長で何かと不安もありますが、地
域経済の飛躍と活性化を目的とし、地域の各行事、まち
おこし事業に積極的に参加していきたいです。
　今年度も新見ふるさとまつり「星空屋台村」、新見土
下座まつり「夢市場」、大学生のためのバスツアー等の
事業を企画・運営します。
　ご指導・ご鞭撻宜しくお願いします。

対外きずな委員会　委員長　谷森 一将
　29年度に対外きずな委員会の委員長をさせていただ
きます谷森一将です。
　名前の通り、青年部と他団体との対外的窓口となる委
員会になります。この委員会は今年度からできた新しい
委員会ですので、自由な発想で委員の皆と意見を出し合
い、楽しみながら一年間頑張りたいと思っております。
　メンバーの皆様や事業を通じてこれから出会う人達か
らしっかり勉強させていただきますので、よろしくお願
いいたします。
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企業視察研修 平成29年度 新見商工会議所
青年部講演会開催　平成29年４月23日（日）企業視察研修事業として、

地域密着型の建設サービス業というビジネスモデル

で事業を行っている、㈱小坂田建設にお伺いし企業

視察と意見交換会を実施しました。

　当日は、会員14名が参加し、社員一丸となって事

業へ取り組んでいる姿勢や利益を地域へ還元するこ

とで顧客満足度を高めリピーターを増やす取り組み

について学ぶことができ、有意義な視察を行うこと

ができました。

　去る平成29年5月26日（金）、新見商工会館に於いて、アッパー

ビレッジ㈲代表取締役のムラカミ ヨシコ氏をお招きし、ラン

チェスター戦略セミナーを開催しました。

　講演会へは、青年部会員、（一社）新見青年会議所、阿哲商

工会青年部あわせて24名が参加し、盛大に開催しました。

　セミナーでは、すべての人に自社を選んでもらうための戦

略を立てるのではなく、客層別、地域別で１位になれるよう

具体的にターゲットを絞り、そのターゲットに合致する商品

や技術の開発が必要であることと、アフターフォローをしっ

かりすることで、信頼度が増し、新規顧客の獲得に繋がるこ

と等、過去の事例を踏

まえ、分かりやすく説

明して頂きました。今

後、セミナーで学んだ

ことを自社の発展に活

かしていきたいと思い

ます。

平成29年度 通常総会・第1回定例会開催
　去る平成29年4月26日(水)、新見商工会館に於いて、来賓に林田会頭、相原専務理事をお招きし、平成29

年度新見商工会議所青年部通常総会並びに定例会を開催しました。

総会では平成28年度の事業報告並びに決算、平成29年度事業計画並びに予算が承認され、平成29年度の活動

がスタートしました。

　今年度は伊田会長のスローガン「未来にYEG　〜出会い・結束・行動〜」のもと、会員一丸となって青

年部活動に邁進していきたいと思います。

新
入
会
員
紹
介

氏　　名 生 年 月 日 事 業 所 名 役　　職
藤　澤　義　雄 昭和48年03月15日 片岡工業㈱ 営業副部長
吉　村　博　伸 昭和49年09月09日 ㈱富士イラカ 工務部長
森　下　茂　成 昭和51年12月31日 山一工業㈱ 取締役
上　山　精　一 昭和53年12月25日 ㈱上山住建 代表取締役
林　田　展　周 昭和51年04月14日 井倉運輸㈱ 常務取締役
松　浦　隆　造 昭和51年08月13日 ㈲石蟹商事 専務取締役
高　橋　竜　太 昭和51年11月06日 tetta㈱ 代表取締役

佐久本　秀　行 昭和50年08月06日 ㈱新見ソーラーカンパニー 代表取締役
宮　本　裕　樹 昭和48年02月13日 医療法人淳和会　長谷川紀念病院 事務長代理

５月入会

４月入会 （入会届受付順）
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平成29年度 新見商工会議所青年部組織図

　青年部では共に活動していただける会員を随時、
募集しております。
　青年部には様々な年代・業種の方が所属しており、
交流と研鑽を通じて豊かで住みよい地域づくり及び
自社の発展を目指して日々活動しております。
（入会資格）新見商工会議所の会員企業の経営者・後
継者及び事業所の推薦するもので年齢50才以下の方
（年会費） 20,000円    （入会金） 8,000円

　今年度は既に９名の新会員を迎え、59名
での新体制がスタートしました。 新たなメ
ンバーを加え、今まで以上に活気のある新
見YEGになると期待しています。 また、今

年度は４委員会体制になったことで、理事・役員・出向
者も増え、新たな視点や、活発な意見交換により、会員
同士の更なる成長にも繋がるのではないかと思います。 
伊田会長が掲げるスローガンのもと、メンバーが結束し、
様々な事業を楽しみながらやりきる一年にしたいと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M.N

会 員 募 集

編集
後記

会　長 伊　田　久　志

県連出向者
理 事 伊　田　久　志
総 務 倉　脇　敏　弥
総 務 田　原　秀　郷
総 務 中　川　大　祐
企 画 田　原　　　宰
企 画 中　村　勝　志
企 画 竜　本　永　幹

総　　　会

役　員　会

監事

倉　脇　敏　弥

田　原　隆　盛

直前会長 生　田　　　務 事務局 三　舩　雄　大

平成29年度 年間スケジュール（6月末時点）

29年７月15日㈯　
　　　県青連第６回会員大会（津山主管）

    ８月５日㈯　
　　　新見ふるさとまつり「星空屋台村」

　　９月29日㈮～３０日㈯
　　　中国ブロック大会三次大会

　　11月11日㈯
　　　新見商工会議所創立50周年記念式典・講演会

※その他開催時期は未定ですが、会員親睦事業、研修事業等

を数回行う予定です。

新見商工会議所青年部フェイスブックページにて
活動を掲載しています。

Facebook：https: //www.facebook.com/niimiyeg

副会長 中　川　大　祐 副会長 宮　本　拓　磨 副会長 田　原　秀　郷 副会長 田　原　　　宰

総務広報委員会 未来の和 発展委員会 地域想造委員会 対外きずな委員会

委 員 長 林　　　泰　生 委 員 長 上　田　浩　一 委 員 長 中　村　勝　志 委 員 長 谷　森　一　将
副委員長 西　村　正　敏 副委員長 大　室　善　友 副委員長 太　田　晃　弘 副委員長 新　井　慶　一
副委員長 松　本　浩　孝 副委員長 亀　井　浩　司 副委員長 岡　﨑　　　大 副委員長 澤　山　美　子

佐　藤　孝　樹
田　辺　順　也
平　野　雄　基
丸　山　博　之
森　下　茂　成
安　田　昌　弘

副委員長 宮　崎　伸　一 副委員長 森　田　英　寿 副委員長 竜　本　永　幹

小　林　秀　樹
佐久本　秀　行
咲　本　芳　明
高　岸　　　靖
橋　本　俊　輔
伴　藤　修　一
藤　澤　義　雄
船　越　　　潤
三　上　晴　久
森　　　憲　次
吉　村　博　伸

上　山　精　一
小　林　雄　太
佐　藤　慶　和
高　橋　正　憲
土　屋　博　功
橋　本　尚　典
林　田　展　周
尾　藤　伸　祐
平　　　典　之
宮　本　裕　樹
山　田　修　久

梅　原　利　孝
大　月　勝　功
勢　村　　　統
高　橋　竜　太
冨　谷　貴　則
堀　江　　　裕
松　浦　隆　造
湯　井　和　之
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